愛着の機能と精神病理の関連についての研究 by 上野 永子 & Noriko Ueno
－ 50 －
氏 名
学 位 の 専 攻
分 野 の 名 称



































　第４章は、成人の愛着を評定する測度として世界的コンセンサスを得ているAdult Attachment Interview 
















































定する測度として世界的に使用されているAdult Attachment Interview（以下AAI と称す）を用いた研究
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となっている。対象も健常群だけでなく、精神科・心療内科に通院中の青年とその母親（臨床群）をも含め
たものとなっている。AAI は幼少期の親子関係についての半構造化面接であるが、語られた内容だけでな
く、その語り方も判定の要素となるという特徴をもつ。このAAI を用い、まず、精神科や心療内科への受
診歴や専門相談機関への相談歴のない一般青年とその母親11組（22名）において、愛着パターンと精神健康
度、レジリエンス、傷つきやすさとの関連を検討し、愛着と精神病理のリスクとの関連を示した（第５章）。
続く６章では、臨床群の母子16組（32名）にAAI を実施し、５章の健常群母子と比較した。その結果、臨
床群の青年において不安定型と判定された割合は健常群の青年、および非臨床群（健常群青年＋健常群母＋
臨床群母）における割合よりも有意に高く、精神病理の背景には不安定な愛着が関係していることが示唆さ
れた。さらに、この章では、愛着理論や先行研究で示されている愛着の世代間伝達についても検討している。
分析の結果、健常群、臨床群ともに愛着パターンが世代間伝達されていることが示された。そして、７章に
おいては、６章で愛着の世代間伝達がみられなかった事例および獲得安定型の事例を取り上げ、AAI の記
述的データから内容分析を行っている。
　この一連の研究に取り組むために上野氏はアメリカで行われた２週間にわたるAAI のワークショップに
2006年、2007年と２度参加し、2008年に認定コーダーの資格を得ている。このAAI のワークショップは全
て英語でおこなわれ、コーディングも非常に複雑であるため、認定コーダーの資格を得るのは容易なことで
はない。実際、日本人で認定コーダーの資格を持つ者は20名ほどしかいない。そうした事情もあり、日本で
のAAI を使った研究はまだ多くはないが、徐々に増えてきている。その中で、健常群と臨床群の愛着パター
ンを比較し、臨床群に不安定型の割合が多いことを示した研究は日本では本研究が初めてであり、愛着研究
において大いなる貢献であると評価できる。また、AAI を使った愛着の世代間伝達に関しても、先行研究
では臨床サンプルのみであったが、本研究は健常群においても愛着の世代間伝達が見られることを示し、日
本の愛着研究に新たな知見を提供したと言える。
　しかし、本研究に対して批判がないわけではない。まず、実証研究としてはサンプル数が少ないことが挙
げられる。しかし、AAI の実施には長い場合は１時間以上かかり、さらにコーディングには１ケース６～
10時間かかることを考えると、サンプル数は限定されるが、国際的な基準枠で愛着に関する詳細な臨床発達
的知見が得られる利点がある。また、本研究では「精神病理」 という言葉を使い、論文の題名にも含まれて
いるが、本研究で対象となっている臨床群は比較的軽度の精神疾患をもつ者に限られることも指摘される。
更に、７章の内容分析に関しては、先行研究ですでに示されている要因を確認したにすぎないという批判も
ある。しかし、心理的不適応を示す子どもや青年が多い現代社会において、子どもの心理的不適応の背景に
は本人の愛着の問題があるだけでなく、その母親自身の愛着も関与していることを日本で実証的に示した上
野氏の一連の研究は意義深い。今後は、この知見を臨床現場で生かしていく具体的な方法の提案が望まれる。
その為には、子どもの心理的不適応と母親の愛着との関連のメカニズムを解明する手法が必要であり、今後
の課題として挙げておきたい。
　以上、本論文審査委員会は、論文を慎重に審査し、また、2011年７月29日に実施した口頭試問の結果や学
会などにおける諸活動から判断し、上野永子氏が博士（教育心理学）の学位を授与されるにふさわしいとの
結論を得たのでここに報告する。
